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糸
魚
川
翡
翠
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ

イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た

作
品
の
中
か
ら
製
品
化
し
た
作

品
を
表
紙
に
飾
り
ま
し
た
。
写

真
下
、
中
央
の
作
品
は
第
十
六

回
翡
翠
ジ
ュ
エ
リ
ー
大
賞
作
品
を

製
品
化
し
た
も
の
で
、
新
潟
県

の
鳥
・
朱
鷺（
と
き
）が
翼
を
広
げ

羽
ば
た
く
姿
を
モ
チ
ー
フ
に
し

て
、
ト
キ
の
力
強
さ
や
迫
力
を

表
現
し
て
い
ま
す
。「
糸
魚
川
翡

翠
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
デ

ザ
イ
ン
画
コ
ン
テ
ス
ト
」で
製
品

化
さ
れ
た
作
品
を
九
月
五
日
〜

九
月
十
九
日
ま
で
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ふ
る
さ
と
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
展
示
す
る
予
定
で

す
。
ヒ
ス
イ
は
縄
文
時
代
に
大

珠（
た
い
し
ゅ
）や
勾
玉（
ま
が
た

ま
）な
ど
の
装
飾
品
が
各
地
へ
運

ば
れ
、
ヒ
ス
イ
文
化
が
広
が
り

ま
し
た
。
ヒ
ス
イ
峡（
写
真
下
右
＝

糸
魚
川
市
観
光
協
会
提
供
）や
夕

日
が
沈
む
須
沢
臨
海
公
園
の
風

景（
写
真
下
左
）、
豊
か
な
食
な

ど
、
地
域
資
源
を
楽
し
み
な
が

ら
ヒ
ス
イ
と
出
会
え
る
ま
ち〝
糸

魚
川
〞。
多
く
の
人
か
ら
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
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こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

糸
魚
川
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま

し
た
堀
内
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
久
須
美
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
た
く
し
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
わ
た
く
し
は
長
野
県
の
出
身

で
東
京
国
税
局
に
採
用
さ
れ
管
内

各
所
に
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
初
め
て
、
関
東
信
越
国

税
局
管
内
の
自
然
が
豊
か
な
新

潟
県
糸
魚
川
の
地
に
勤
務
で
き

る
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
全

な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
税
に

関
す
る
研
修
会
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
研
修
会
や
講
演
会
を
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
年
部

会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」、
女
性

部
会
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
」
の
募
集
、
表
彰
な
ど
、

税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
税
務

行
政
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
永
江
会

長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
の

卓
越
し
た
指
導
力
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
り
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
税

務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
と
し
て
「
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・

徴
収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
」

に
加
え
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
」
に
取
り
組
み
、
社
会

全
体
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
法
人
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
や
納
税
証
明
書

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
な
ど
に
つ
い

て
も
、ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
申
告
と
併
せ

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
、
所
得
税
の
「
基
礎

控
除
」
や
「
給
与
所
得
控
除
」

に
関
す
る
見
直
し
、「
特
定
親
族

特
別
控
除
」
の
創
設
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、

原
則
と
し
て
、
令
和
七
年
十
二

月
に
施
行
さ
れ
、
令
和
七
年
分

以
降
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年

十
二
月
に
行
う
年
末
調
整
な
ど

源
泉
徴
収
事
務
に
変
更
を
生
じ
、

皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
物
価

調
整
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の

調
整
等
図
る
た
め
の
措
置
で
あ

る
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
に
は
、
従
来
か
ら
国
税
当
局

と
良
好
な
連
携
・
協
調
関
係
を

築
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
皆
様
に
税
務
行
政

の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
私

ど
も
が
税
務
行
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
非
常
に
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
お
り
、
誠
に
心
強
く

感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
た
な
体
制
に
あ
っ
て
も
、
公

益
社
団
法
人 

糸
魚
川
法
人
会
の

皆
様
と
一
層
の
連
携
・
協
調
を

図
り
、
円
滑
な
税
務
行
政
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
糸

魚
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並

び
に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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糸
魚
川
税
務
署
長

令和7年7月10日

糸魚川税務署幹部職員等の定期人事異動

①新幹部職員等

職　　名 氏　　名 前任地等

署 長 堀内　　学 東京国税局　練馬東税務署
特別国税調査官（所得担当）

統 　 括 　 官 宮浦　健一 松本税務署　個人課税第二部門
統括国税調査官

②転出者等

職　　名 氏　　名 新任地等

署 長 久須美　潤 浦和税務署　国税指導官
（総務担当）

統 　 括 　 官 小林　和洋 退職

糸
魚
川
法
人
会
通
常
総
会
を
五
月
十
九

日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
で
開
催
し
会
員
と
来
賓

を
合
わ
せ
て
六
十
四
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
令
和
七

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
、

決
議
事
項
で
は
令
和
六
年
度
決
算
報
告
と
理

事
・
監
事
の
改
選
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
理
事
十
八
人
と
監

事
二
人
が
承
認
さ
れ
た
後
に
理
事
会
が
開
か

れ
、
会
長
に
は
永
江
善
昭
氏（
再
任
）、
副
会

長
に
は
後
藤
幸
洋
氏（
再
任
）、高
鳥 

睦
氏（
再

任
）、
佐
藤
元
春
氏（
再
任
）が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。 通

常
総
会
開
催

平
素
よ
り
糸
魚
川
法
人
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
去
る
五
月
十
九

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会

に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
活

動
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、

新
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算

案
そ
し
て
役
員
改
選
案
が
承

認
さ
れ
、
新
た
な
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
役
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
二
年
間

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

大
阪
・
関
西
万
博

六
月
に
糸
魚
川
商
工
会
議

所
の
研
修
旅
行
で
万
博
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
シ
ン
ボ

ル
の
巨
大
屋
根
リ
ン
グ
は
想

像
通
り
の
素
晴
ら
し
い
木
造

建
築
で
、
上
か
ら
見
た
景
色

も
遠
く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が

で
き
て
感
動
し
ま
し
た
。
静

け
さ
の
森
の
中
に
あ
る
糸
魚

川
産
ヒ
ス
イ
の
原
石
は
周
り

の
景
色
に
と
け
こ
ん
で
い
て
、

大
き
な
存
在
感
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
「
新
潟
県
の
石
」

の
看
板
が
あ
り
、
そ
の
中
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と

糸
魚
川
の
Ｐ
Ｒ
等
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
「
並

ば
な
い
万
博
」
と
の
触
れ
込

み
で
し
た
が
、
予
約
し
な
い

と
か
な
り
の
時
間
を
並
ば
な

い
と
入
場
で
き
な
い
（
最
高

一
八
〇
分
）
状
態
で
し
た
。

個
人
で
行
く
機
会
が
あ
れ
ば
、

夕
方
か
ら
入
場
す
る
と
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
き
れ
い

な
大
屋
根
リ
ン
グ
や
パ
ビ
リ

オ
ン
を
見
た
り
、
比
較
的
に

空
い
て
い
る
万
博
を
楽
し
め

る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
少
な
い
機
会
で
す
の
で

是
非
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

世
界
情
勢
と
地
域
経
済

長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

や
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
、
そ
し

て
ト
ラ
ン
プ
関
税
な
ど
世
界

情
勢
に
国
内
の
景
気
が
左
右

さ
れ
て
い
る
の
は
私
が
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

地
方
経
済
に
と
っ
て
は
物
価

高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
が

大
き
い
現
実
で
あ
り
ま
す
。

加
え
て
人
口
減
少
に
よ
る
需

要
減
、
人
手
不
足
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
面
も
あ
り
ま
す
が
、

会
員
企
業
の
皆
様
と
と
も
に

難
局
を
乗
り
越
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
旧
北

越
銀
行
跡
で
ビ
ジ
ネ
ス
共
創

拠
点
『
C
a
t
a
l
o
（
カ

タ
ロ
）』。地
域
同
士
を
つ
な
ぎ
、

学
び
合
い
、
新
し
い
挑
戦
や

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
る
場
に
。

稼
ぎ
合
う
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
創
り
、
地
元
の
こ

ど
も
た
ち
が
「
こ
こ
に
も
ど
っ

て
き
た
い
！
」
と
思
え
る
糸

魚
川
を
目
指
し
て
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。
た
い
へ
ん
楽
し

み
な
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
そ
う

で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

糸
魚
川
税
務
署
長
と
し
て
一

年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
久
須
美
様
に
深
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
在
任
中
は

糸
魚
川
市
の
各
地
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
糸
魚
川
の
発
信

に
尽
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
と
も
「
糸
魚
川
の

応
援
団
」
と
し
て
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

いとにし 90 法人ニュース②第　　　　号

ご
あ
い
さ
つ

永
江
善
昭

会
長



こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

糸
魚
川
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま

し
た
堀
内
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前

任
の
久
須
美
同
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
た
く
し
事
で
は
あ
り
ま
す

が
、
わ
た
く
し
は
長
野
県
の
出
身

で
東
京
国
税
局
に
採
用
さ
れ
管
内

各
所
に
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
初
め
て
、
関
東
信
越
国

税
局
管
内
の
自
然
が
豊
か
な
新

潟
県
糸
魚
川
の
地
に
勤
務
で
き

る
こ
と
を
、
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
全

な
納
税
者
団
体
と
し
て
、
税
に

関
す
る
研
修
会
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
研
修
会
や
講
演
会
を
開

催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
青
年
部

会
に
よ
る
「
租
税
教
室
」、
女
性

部
会
に
よ
る
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
」
の
募
集
、
表
彰
な
ど
、

税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
税
務

行
政
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
永
江
会

長
を
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様
の

卓
越
し
た
指
導
力
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
賜

物
で
あ
り
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
、
税

務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
と
し
て
「
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・

徴
収
事
務
の
効
率
化
・
高
度
化
」

に
加
え
「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル

化
促
進
」
に
取
り
組
み
、
社
会

全
体
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
法
人
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
や
納
税
証
明
書

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
な
ど
に
つ
い

て
も
、ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
申
告
と
併
せ

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
税
制
改

正
に
よ
り
、
所
得
税
の
「
基
礎

控
除
」
や
「
給
与
所
得
控
除
」

に
関
す
る
見
直
し
、「
特
定
親
族

特
別
控
除
」
の
創
設
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、

原
則
と
し
て
、
令
和
七
年
十
二

月
に
施
行
さ
れ
、
令
和
七
年
分

以
降
の
所
得
税
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
年

十
二
月
に
行
う
年
末
調
整
な
ど

源
泉
徴
収
事
務
に
変
更
を
生
じ
、

皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
物
価

調
整
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の

調
整
等
図
る
た
め
の
措
置
で
あ

る
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
糸
魚
川
法
人

会
に
は
、
従
来
か
ら
国
税
当
局

と
良
好
な
連
携
・
協
調
関
係
を

築
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
皆
様
に
税
務
行
政

の
良
き
理
解
者
と
し
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
私

ど
も
が
税
務
行
政
を
運
営
し
て

い
く
上
で
非
常
に
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
お
り
、
誠
に
心
強
く

感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
た
な
体
制
に
あ
っ
て
も
、
公

益
社
団
法
人 

糸
魚
川
法
人
会
の

皆
様
と
一
層
の
連
携
・
協
調
を

図
り
、
円
滑
な
税
務
行
政
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
糸

魚
川
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並

び
に
会
員
企
業
の
ご
繁
栄
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

90 いとにし③法人ニュース 第　　　　号

着
任
の

　 

ご
あ
い
さ
つ

堀
内

　学

糸
魚
川
税
務
署
長

令和7年7月10日

糸魚川税務署幹部職員等の定期人事異動

①新幹部職員等

職　　名 氏　　名 前任地等

署 長 堀内　　学 東京国税局　練馬東税務署
特別国税調査官（所得担当）

統 　 括 　 官 宮浦　健一 松本税務署　個人課税第二部門
統括国税調査官

②転出者等

職　　名 氏　　名 新任地等

署 長 久須美　潤 浦和税務署　国税指導官
（総務担当）

統 　 括 　 官 小林　和洋 退職



90 いとにし⑤法人ニュース 第　　　　号

役　 職 氏　　名 法 人 名
永江　善昭
後藤　幸洋
髙鳥　　睦
佐藤　元春
荒井　義幸
小坂　　功
歌川多喜司
山岸　英亨
小田島修平
岡島　義英

㈱大和屋
㈱後藤組
㈱高鳥組
㈱三元化工機工業所
㈲荒井測量設計
㈴冨江商店
㈱アド・クリーク
㈱山岸組
㈱小田島建設
糸魚川重機工業㈱

役員名簿

会　 長
副会長
副会長
副会長
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事

役　 職 氏　　名 法 人 名
中村　博司
倉又　　等
猪又　一義
笠原　竜義
髙瀬　昌洋
笠原　雄一
渡辺　澄男
樋口佐登子
加藤　輝守
平野　嘉生
鈴木　秀城

㈱カネカ
㈱倉富鐵工所
カネヨ運輸㈱
㈱ＫＴＥＣ
トーヨーリトレッド㈱
㈱笠原工務店
㈱オートサービスカミヤ
くろひめグループ㈱
テルモ税理士法人
糸魚川信用組合
㈱笠原建設

理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
監　 事
監　 事
顧　 問

役　 職 氏　　名 法 人 名
小田島修平
中村　博司
山本　浩之
五十嵐　豊
齋藤　隆一
月岡　浩徳
西山　才康

㈱小田島建設
㈱カネカ
㈲青海ガス水道公社
㈱五十嵐商店
糸魚川二幸㈱
㈲月徳飯店
西頸城運送㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
岡島　義英
木村　修一
猪又　一義
利根川　 学
小川　節雄
渡辺　澄男
樋口佐登子

糸魚川重機工業㈱
㈱田辺エージェンシー
カネヨ運輸㈱
㈲利根川組
小川建設㈱
㈱オートサービスカミヤ
くろひめグループ㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
髙瀬　昌洋
冨岡　利正
永野　克裕
川合　宝次
龍見　和弦
藤巻　道隆
山﨑　優作

トーヨーリトレッド㈱
森田建設㈱
永野石油㈱
明星セメント㈱
ひすいの宿㈲たつみ
㈱藤巻電業
山本製材所㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
歌川多喜司
笠原　竜義
猪又　直登
中林とも子
松澤　永元
片山　良博
福田　頼母

㈱アド・クリーク
㈱ＫＴＥＣ
㈱カネタ建設
㈲友スタッフサービス
㈲松澤
㈱三愛旅行社
㈱ハピー

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
倉又　　等
笠原　康秀
松尾　泰一
水澤　　修

㈱倉富鐵工所
㈱フジマシン
松尾㈱
㈲頸城製作所

委員長
副委員長
副委員長
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
山﨑　一史
猪又　基博
木島　　一

㈱タナベ
猪又建設㈱
㈱木島組

委　 員
委　 員
委　 員

（敬称略）

厚生委員会

総務委員会 組織委員会

事業委員会 税制・研修委員会

糸
魚
川
法
人
会
で
は
毎
年
、
会
員
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
タ
オ
ル
な
ど
の
物
品
を
市
内
福
祉
施
設
に
届
け

る
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
一
月
中

旬
か
ら
会
員
に
呼
び
か
け
、
十
九
社
か
ら
タ
オ
ル
等
三

二
二
点
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
物
品

は
二
月
十
八
日
、
高
瀬
昌
洋
事
業
委
員
長
か
ら
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
お
お
さ
わ
の
里
と
ク
レ
イ
ド
ル
や
け
や

ま
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。
両
施
設

の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
か
ら
は

「
助
か
り
ま
す
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
な

ど
感
謝
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
内
福
祉
施
設
へ
タ
オ
ル
等
寄
贈

糸
魚
川
法
人
会
社
会
貢
献
事
業

糸
魚
川
二
幸
㈱
・
糸
魚
川
防
災
㈱
・
㈱
伊
藤
建
設
・

㈱
小
田
島
建
設
・
㈱
カ
ネ
カ
・
く
ろ
ひ
め
グ
ル
ー
プ
㈱
・

㈱
三
元
化
工
機
工
業
所
・
㈱
髙
瀬
商
会
・
㈱
タ
ナ
ベ
・

田
辺
工
業
㈱
・
東
京
発
電
㈱
・
㈴
冨
江
商
店
・

ト
ー
ヨ
ー
リ
ト
レ
ッ
ド
㈱
・
㈱
藤
巻
電
業
・
㈲
平
成
開
発
・

松
尾
㈱
・
明
星
セ
メ
ン
ト
㈱
・
森
田
建
設
㈱
・
㈴
山
澤
商
店

タ
オ
ル
等
を
提
供
い
た
だ
い
た
会
員
企
業
（
五
十
音
順
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

クレイドルやけやまの横澤施設長に
目録を渡す髙瀬委員長

いとにし 90 法人ニュース④第　　　　号

      （単位：円）

令和6年4月1日から令和7年3月31日まで
令和6年度 正味財産増減計算書

      （単位：円）

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで 
令和7年度 収支予算書（損益計算ベース ）

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金等

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税、住民税、および事業税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

科          目 当年度 前年度 増　　減

                 

                 

130

5,348,000

1,234,500

5,953,000

480,343

13,015,973

10,926,929

2,285,162

13,212,091

△196,118

0

0

0

△ 196,118

0

△ 196,118

10,707,920

10,511,802

4,259,000

4,259,000

△ 4,259,000

△ 4,259,000

0

0

0

10,511,802

   

   

70

5,459,000

1,887,000

6,036,300

238,557

13,620,927

11,584,168

2,237,029

13,821,197

△200,270

0

0

0

△ 200,270

0

△ 200,270

10,908,190

10,707,920

4,282,300

4,282,300

△ 4,282,300

△ 4,282,300

0

0

0

10,707,920

60

△ 111,000

△ 652,500

△ 83,300

241,786

△ 604,954

△ 657,239

48,133

△ 609,106

4,152

0

0

0

4,152

0

4,152

△ 200,270

△ 196,118

△ 23,300

△ 23,300

23,300

23,300

0

0

0

△ 196,118

科          目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ．一般正味財産増減の部

　1．経常増減の部                

　⑴経常収益

　　基本財産運用益

　　受取会費

　　事業収益  

　　受取補助金等

　　雑収益

　　経常収益計（A）

　⑵経常費用

　　事業費

　　管理費

　　経常費用計(B)

　　当期経常増減額(A-B)

　2．経常外増減の部

　　経常外収益計

　　経常外費用計

　　当期経常外増減額

　　税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税、法人県民税、法人市民税

　　 当期一般正味財産増減額

　　 一般正味財産期首残高

　　 一般正味財産期末残高

Ⅱ．指定正味財産増減の部

　受取補助金等

　　 受取全法連助成金

　一般正味財産への振替額

　　 一般正味財産への振替額

　　当期指定正味財産増減額

　　指定正味財産期首残高

　　指定正味財産期末残高

Ⅲ．正味財産期末残高

100

5,361,000

1,224,000

5,682,900

280,100

12,548,100

10,967,885

1,964,765

12,932,650

△ 384,550

0

0

0

△ 384,550

0

△ 384,550

10,511,802

10,127,252

4,332,900

4,332,900

△ 4,332,900

△ 4,332,900

0

0

0

10,127,252

100

5,433,000

1,230,000

5,629,000

180,100

12,472,200

11,003,086

1,880,177

12,883,263

△ 411,063

0

0

0

△ 411,063

0

△ 411,063

10,922,865

10,511,802

4,259,000

4,259,000

△ 4,259,000

△ 4,259,000

0

0

0

10,511,802

0

△ 72,000

△ 6,000

53,900

100,000

75,900

△ 35,201

84,588

49,387

26,513

0

0

0

26,513

0

26,513

△ 411,063

△ 384,550

73,900

73,900

△ 73,900

△ 73,900

0

0

0

△ 384,550

令
和
五
年
四
月
に
個
人

事
業
主
と
し
て
設
立
し
土

木
工
事
を
主
と
し
私
と
従

業
員
一
名
の
二
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
参

者
と
い
う
こ
と
も
あ
り

中
々
思
う
よ
う
に
受
注
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
青
海
町
商
工
会

へ
の
入
会
を
機
に
認
知
し

て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え

多
く
の
方
々
か
ら
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
、
徐
々

に
仕
事
量
も
増
え
今
で
は

従
業
員
数
も
七
名
と
な
り

ま
し
た
。

本
当
に
沢
山
の
方
々
か

ら
の
手
助
け
も
あ
り
、
令

和
七
年
一
月
に﹇
合
同
会
社

築
結
総
業
﹈と
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
法
人
化

を
機
に
こ
の
度
、
糸
魚
川

法
人
会
様
よ
り
お
誘
い
を

い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の

方
々
と
の
ご
縁
を
得
る

チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
な

新
米
経
営
者
で
は
あ
り
ま

す
が
、
貴
会
の
講
習
会
や

勉
強
会
な
ど
で
知
識
を
得

て
諸
先
輩
方
の
様
な
経
営

者
に
少
し
で
も
近
づ
け
る

よ
う
精
進
す
る
所
存
で
す
。

会
社
も
私
自
身
も
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り

で
す
が
、
全
社
一
丸
と
な

り
今
ま
で
以
上
に
全
力
で

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

関
沢 

舜
矢

合
同
会
社 

築
結
総
業

代 

表
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役　 職 氏　　名 法 人 名
永江　善昭
後藤　幸洋
髙鳥　　睦
佐藤　元春
荒井　義幸
小坂　　功
歌川多喜司
山岸　英亨
小田島修平
岡島　義英

㈱大和屋
㈱後藤組
㈱高鳥組
㈱三元化工機工業所
㈲荒井測量設計
㈴冨江商店
㈱アド・クリーク
㈱山岸組
㈱小田島建設
糸魚川重機工業㈱

役員名簿

会　 長
副会長
副会長
副会長
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事

役　 職 氏　　名 法 人 名
中村　博司
倉又　　等
猪又　一義
笠原　竜義
髙瀬　昌洋
笠原　雄一
渡辺　澄男
樋口佐登子
加藤　輝守
平野　嘉生
鈴木　秀城

㈱カネカ
㈱倉富鐵工所
カネヨ運輸㈱
㈱ＫＴＥＣ
トーヨーリトレッド㈱
㈱笠原工務店
㈱オートサービスカミヤ
くろひめグループ㈱
テルモ税理士法人
糸魚川信用組合
㈱笠原建設

理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
理 　事
監　 事
監　 事
顧　 問

役　 職 氏　　名 法 人 名
小田島修平
中村　博司
山本　浩之
五十嵐　豊
齋藤　隆一
月岡　浩徳
西山　才康

㈱小田島建設
㈱カネカ
㈲青海ガス水道公社
㈱五十嵐商店
糸魚川二幸㈱
㈲月徳飯店
西頸城運送㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
岡島　義英
木村　修一
猪又　一義
利根川　 学
小川　節雄
渡辺　澄男
樋口佐登子

糸魚川重機工業㈱
㈱田辺エージェンシー
カネヨ運輸㈱
㈲利根川組
小川建設㈱
㈱オートサービスカミヤ
くろひめグループ㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
髙瀬　昌洋
冨岡　利正
永野　克裕
川合　宝次
龍見　和弦
藤巻　道隆
山﨑　優作

トーヨーリトレッド㈱
森田建設㈱
永野石油㈱
明星セメント㈱
ひすいの宿㈲たつみ
㈱藤巻電業
山本製材所㈱

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
歌川多喜司
笠原　竜義
猪又　直登
中林とも子
松澤　永元
片山　良博
福田　頼母

㈱アド・クリーク
㈱ＫＴＥＣ
㈱カネタ建設
㈲友スタッフサービス
㈲松澤
㈱三愛旅行社
㈱ハピー

委員長
副委員長
副委員長
委　 員
委　 員
委　 員
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
倉又　　等
笠原　康秀
松尾　泰一
水澤　　修

㈱倉富鐵工所
㈱フジマシン
松尾㈱
㈲頸城製作所

委員長
副委員長
副委員長
委　 員

役　 職 氏　　名 法 人 名
山﨑　一史
猪又　基博
木島　　一

㈱タナベ
猪又建設㈱
㈱木島組

委　 員
委　 員
委　 員

（敬称略）

厚生委員会

総務委員会 組織委員会

事業委員会 税制・研修委員会

糸
魚
川
法
人
会
で
は
毎
年
、
会
員
か
ら
ご
提
供
い
た

だ
い
た
タ
オ
ル
な
ど
の
物
品
を
市
内
福
祉
施
設
に
届
け

る
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
一
月
中

旬
か
ら
会
員
に
呼
び
か
け
、
十
九
社
か
ら
タ
オ
ル
等
三

二
二
点
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
物
品

は
二
月
十
八
日
、
高
瀬
昌
洋
事
業
委
員
長
か
ら
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
お
お
さ
わ
の
里
と
ク
レ
イ
ド
ル
や
け
や

ま
へ
寄
贈
し
ま

し
た
。
両
施
設

の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
か
ら
は

「
助
か
り
ま
す
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
な

ど
感
謝
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

市
内
福
祉
施
設
へ
タ
オ
ル
等
寄
贈

糸
魚
川
法
人
会
社
会
貢
献
事
業

糸
魚
川
二
幸
㈱
・
糸
魚
川
防
災
㈱
・
㈱
伊
藤
建
設
・

㈱
小
田
島
建
設
・
㈱
カ
ネ
カ
・
く
ろ
ひ
め
グ
ル
ー
プ
㈱
・

㈱
三
元
化
工
機
工
業
所
・
㈱
髙
瀬
商
会
・
㈱
タ
ナ
ベ
・

田
辺
工
業
㈱
・
東
京
発
電
㈱
・
㈴
冨
江
商
店
・

ト
ー
ヨ
ー
リ
ト
レ
ッ
ド
㈱
・
㈱
藤
巻
電
業
・
㈲
平
成
開
発
・

松
尾
㈱
・
明
星
セ
メ
ン
ト
㈱
・
森
田
建
設
㈱
・
㈴
山
澤
商
店

タ
オ
ル
等
を
提
供
い
た
だ
い
た
会
員
企
業
（
五
十
音
順
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

クレイドルやけやまの横澤施設長に
目録を渡す髙瀬委員長
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役員名簿

租
税
教
室
は
小
学
六
年
生
を
対
象
に

実
施
し
、授
業
の
最
初
に
子
供
た
ち
が
知
っ

て
い
る
、
ま
た
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
税

金
を
聞
き
ま
す
。
租
税
教
室
を
開
い
た

九
校
、
二
四
四
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
を
右
図
に
示
し
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
で
見

る
と
消
費
税
の
認
知
度
が
高
く
、
ほ
ぼ
全

員
が
知
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
所
得
税
、

自
動
車
税
と
な
って
い
ま
す
。

お
金
の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
一
万
円
札
の
見
本
で
つ
く
っ
た
一

億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
子
ど
も
た
ち
に
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
さ
や
重
さ
は
、
本

物
と
同
じ
す
。
一
億
円
を
持
っ
た
子
供
た

ち
か
ら
は「
重
た
い
」と
いっ
た
声
や「
一
人

で
生
涯
に
十
億
円
稼
げ
る
人
は
い
ま
す

か
？
」な
ど
の
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

一
億
円
は
重
い
…
…

子
供
た
ち
に
大
人
気
、

一
億
円
レ
プ
リ
カ

　

一
億
円
は
重
い
…
…

子
供
た
ち
に
大
人
気
、

一
億
円
レ
プ
リ
カ

　

田沢小学校

糸魚川小学校

下早川小学校

糸魚川小学校

糸魚川東小学校

南能生小学校

税
金
ア
ン
ケ
ー
ト

いとにし 90 法人ニュース⑥第　　　　号

令
和
七
年
度
の
租
税
教
室
を
五
月

八
日
か
ら
市
内
小
学
校
九
校
で
実
施

し
ま
し
た
。
租
税
教
室
は
、
糸
魚
川

税
務
署
と
糸
魚
川
市
教
育
委
員
会
、

糸
魚
川
法
人
会
が
連
携
し
た
事
業
で

す
。
青
年
部
会
の
部
員
が
講
師
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
租
税
教
室

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

青 年 部 会

小学校の租税教室開催
租
税
教
室
で
は
、
税
金
の
使
わ
れ

方
に
つ
い
て
、
消
防
署
や
銀
行
、
コ

ン
ビ
ニ
、
工
場
、
公
園
な
ど
の
身
近

な
事
例
を
使
っ
て
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
も
の
と
使
わ
れ
て
い
な
い
も
の
を

仕
分
け
し
て
も
ら
い
ま
す
。
児
童
た

ち
は
自
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
画

面
で
仕
分
け
作
業
を
行
い
、
考
え
て

も
ら
い
ま
す
。

そ
の
後
、『
マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト
不
思

議
な
日
曜
日
』と
い
う
ア
ニ
メ
を
視
聴

し
て
も
ら
い
、
税
金
が
な
い
社
会
で

は
、
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
は
有

料
、
道
路
や
橋
は
通
行
料
の
発
生
、

公
園
や
ご
み
収
集
な
ど
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
が
な
く
な
る
社
会
を
見
た
後
、

答
え
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
税
金
の
使

わ
れ
方
や
役
割
を
学
び
ま
す
。

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
？

使
わ
れ
て
い
な
い
？

税
金
ク
イ
ズ

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
？

使
わ
れ
て
い
な
い
？

税
金
ク
イ
ズ

大和川小学校磯部小学校

青海小学校 能生小学校

公
園
で
不
思
議
な
妖
精
を

助
け
た
小
学
生
の
姉
弟
、
マ

リ
ン
と
ヤ
マ
ト
が
、
毎
日
の

暮
ら
し
の
な
か
で「
税
」が 

ど

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ

る
か
を
知
り
、
税
の
役
割
や

必
要
性
を
学
ん
で
い
く
ア
ニ

メ
ー
シ
ョン
。

マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト

　

不
思
議
な
日
曜
日

マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト

　

不
思
議
な
日
曜
日
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役員名簿

租
税
教
室
は
小
学
六
年
生
を
対
象
に

実
施
し
、授
業
の
最
初
に
子
供
た
ち
が
知
っ

て
い
る
、
ま
た
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
税

金
を
聞
き
ま
す
。
租
税
教
室
を
開
い
た

九
校
、
二
四
四
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結

果
を
右
図
に
示
し
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
で
見

る
と
消
費
税
の
認
知
度
が
高
く
、
ほ
ぼ
全

員
が
知
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
所
得
税
、

自
動
車
税
と
な
って
い
ま
す
。

お
金
の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
一
万
円
札
の
見
本
で
つ
く
っ
た
一

億
円
の
レ
プ
リ
カ
を
子
ど
も
た
ち
に
見
て

も
ら
い
ま
し
た
。
大
き
さ
や
重
さ
は
、
本

物
と
同
じ
す
。
一
億
円
を
持
っ
た
子
供
た

ち
か
ら
は「
重
た
い
」と
いっ
た
声
や「
一
人

で
生
涯
に
十
億
円
稼
げ
る
人
は
い
ま
す

か
？
」な
ど
の
質
問
が
あ
が
り
ま
し
た
。

一
億
円
は
重
い
…
…

子
供
た
ち
に
大
人
気
、

一
億
円
レ
プ
リ
カ

　

一
億
円
は
重
い
…
…

子
供
た
ち
に
大
人
気
、

一
億
円
レ
プ
リ
カ

　

田沢小学校

糸魚川小学校

下早川小学校

糸魚川小学校

糸魚川東小学校

南能生小学校

税
金
ア
ン
ケ
ー
ト
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社
会
貢
献
活
動

七
月
二
日
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
親
不
知
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
の
ご

み
拾
い
と
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
糸
魚
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
親
不
知
エ
リ
ア
の
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
り
、
第
二
世
代
の
道
と
し
て
、
土
木
遺
産
に
も
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
思
い
が
け
ず
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
員
三
十
三
人
が
手

分
け
を
し
て
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈
り

取
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
タ
モ
リ
の
放
送
以
降
、
来
訪
者

が
増
え
て
お
り
、
快
適
に
散
策
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

講
演
会

四
月
二
十
三
日
、
青
海
町
商
工
会
館

に
お
い
て
、
青
海
支
部
の
令
和
七
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
三
人（
う

ち
委
任
状
二
十
二
人
）が
出
席
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、（
一
社
）

糸
魚
川
市
観
光
協
会
企
画
課
長
の
中
澤

友
也
氏
を
講
師
に「
糸
魚
川
の
観
光
地

域
づ
く
り
」と
題
し
た
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状
況
を
は
じ

め
、
新
た
な
旅
行
商
品
の
醸
成
な
ど
、

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
D
M
O
）と
し

て
の
取
組
を
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
地
域

住
民
と
の
連
携
に
よ
る「
共
創
」の
必
要

性
に
つい
て
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

各支部活動報告各支部活動報告

能
生
支
部

青
海
支
部

糸
魚
川
支
部

四
月
二
十
五
日
、
能
生
商
工
会
館
に
お
い
て
第
十
三

回
能
生
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
は
、

能
生
商
工
会
経
営
指
導
員
の
山
本
宏
樹
氏
よ
り「
事
業

継
続
力
強
化
計
画
」に
つい
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
簡
易
版
と
言
わ
れ
、

特
に
中
小
企
業
向
け
に
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る

た
め
の
計
画
で
す
。
中
小
企
業
が
自
社
の
災
害
リ
ス
ク

等
を
認
識
し
、
防
災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と
し
て
取

り
組
む
た
め
に
必
要
な
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

現
在
及
び
将
来
的
に
行
う
災
害
対
策
を
記
載
す
る
も
の

で
す
。
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
は
、
防
災
・
減
災
設

備
に
対
す
る
税
制
措
置
、
低
利
融
資
、
補
助
金
の
加

点
措
置
等
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
等
、
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
法
人
会
能
生
支
部
は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を

通
じ
て
事
業
活

動
を
一
層
充

実
し
た
も
の
と

す
る
た
め
に
、

自
ら
の
視
野
を

拡
げ
交
流
を

一
層
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。

糸
魚
川
支
部
通
常
総
会
と
公
開
講
演
会
を
四
月
二

十
五
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
後
藤
幸
洋
さ
ん
が
引
き
続
き

支
部
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
公
開
講
演
会
は
、
長
岡
造
形
大
学
の
平

山
育
男
学
長
を
お
招
き
し
、『
レ
ン
ガ
の
建
築
と
糸
魚

川
の
町
並
み
』と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
糸
魚
川
の
町
並
み
で
は
、
雁
木
を
取
り
上
げ
、
雁

木
と
い
え
ば
建
物
の
軒
か
ら
延
び
る
ひ
さ
し
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
が
、
雁

木
に
は『
ぎ
ざ
ぎ
ざ

の
形
』と
い
う
意
味

が
あ
り
、
各
地
で

雁
木
と
呼
ば
れ
る

も
の
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
糸
魚
川
の
雁

木
の
特
徴
と
建
物
の

屋
根
と
入
り
口
と
の

位
置
関
係
を
表
す

『
切
妻
平
入
』に
触

れ
、
糸
魚
川
は
平

入
の
建
物
が
多
い
と

話
さ
れ
、『
見
慣
れ

た
風
景
を
残
さ
な
い

と
糸
魚
川
で
は
な

い
』と
町
並
み
再
生

へ
の
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講演会

講演会 通常総会

社会貢献活動 集合写真講演会
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令
和
七
年
度
特
別
講
演
会

地
域
公
共
交
通
の
課
題
解
決
に
向
け
て

五
月
十
九
日
の
通
常
総
会
後
に
特
別
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は「
Ａ
Ｉ

活
用
型
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
活
用
〜
地

域
公
共
交
通
課
題
解
決
〜
」と
題
し
て
小
田

垣
　
曜
氏（
ネ
ク
ス
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
株
式

会
社
代
表
取
締
役
副
社
長
）に
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ネ
ク
ス
ト
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
社
の『
の
る
ー
と
』は
、
行
先
や
利
用

時
間
を
予
約
し
乗
り
合
い
で
目
的
地
ま
で

向
か
う
こ
と
が
で
き
る
ア
プ
リ
で
す
。
同

社
で
は
全
国
の
三
〇
〇
か
所
で
こ
の
事
業

を
展
開
し
て
お
り
、
近
隣
の
塩
尻
市
、
松

本
市
、
安
曇
野
市
で
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
講
習
会

交
通
安
全
講
習
会
を
五
月
十
五
日
、
ビ
ー

チ
ホ
ー
ル
ま
が
た
ま
研
修
室
で
開
催
し
、

二
十
人
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
糸
魚

川
警
察
署
の
柳
交
通
課
長
が
務
め
、
糸
魚

川
管
内
で
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
な
ど

を
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
交
通
事
故
で

は
高
齢
者
が
多
く
、
発
生
場
所
は
国
道
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
交
通
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
事
故

で
も
一
一
〇
番
通
報
し
、『
と
に
か
く
現
場

か
ら
離
れ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
』と
柳
交

通
課
長
は
呼
び
か
け
ま
し
た
。

税
務
研
修
会

〜
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し
〜

税
務
研
修
会
を
六
月
二
十
四
日
、
ビ
ー

チ
ホ
ー
ル
ま
が
た
ま
で
開
催
し
五
十
八
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
令
和
七
年
度
税
制
改

正
に
よ
る
所
得
税
基
礎
控
除
に
つ
い
て
、

糸
魚
川
税
務
署
の
福
田
上
席
国
税
調
査
官

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
改
正

で
は
基
礎
控
除
や
給
与
所
得
控
除
の
見
直

し
、
特
定
親
族
特
別
控
除
の
創
設
、
扶
養

親
族
等
の
所
得
要
件
の
改
正
が
主
な
改
正

事
項
で
す
。
給
与
の
源
泉
徴
収
事
務
は
令

和
七
年
十
一
月
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
す
が
、
十
二
月
以
後
は
変
更
が
生
じ

ま
す
。

救
急
救
命
講
習
会

救
急
救
命
講
習
会
を
七
月
十
六
日
、
消

防
本
部
で
開
催
し
会
員
企
業
か
ら
二
十
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
消
防
本
部
の
山
崎
講

師
は
、
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
場
合

の
処
置
と
し
て
、
周
囲
の
安
全
を
確
認

し
て
傷
病
者
の
反
応
、
呼
吸
を
見
て
救

命
処
置
に
入
る
手
順
を
指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
想
定

訓
練
で
は
、
救
急
車
を
呼
ぶ
た
め
の
一

一
九
番
通
報
、
胸
部
圧
迫
、
A
E
D
操
作

な
ど
役
割
を
決
め
て
行
い
ま
し
た
。
心
肺

蘇
生
の
た
め
の
胸
部
圧
迫
の
場
面
で
は「
強

く
」「
早
く
」「
絶
え
間
な
く
」と
講
師
の
大
き

な
声
が
か
か
り
、
救
命
処
置
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
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社
会
貢
献
活
動

七
月
二
日
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
親
不
知
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ロ
ー
ド
の
ご

み
拾
い
と
草
刈
り
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
、
糸
魚
川
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
親
不
知
エ
リ
ア
の
見

ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
り
、
第
二
世
代
の
道
と
し
て
、
土
木
遺
産
に
も
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
思
い
が
け
ず
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
、
会
員
三
十
三
人
が
手

分
け
を
し
て
生
い
茂
っ
た
雑
草
を
刈
り

取
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
タ
モ
リ
の
放
送
以
降
、
来
訪
者

が
増
え
て
お
り
、
快
適
に
散
策
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
って
い
ま
す
。

講
演
会

四
月
二
十
三
日
、
青
海
町
商
工
会
館

に
お
い
て
、
青
海
支
部
の
令
和
七
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
四
十
三
人（
う

ち
委
任
状
二
十
二
人
）が
出
席
、
提
出

さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
、（
一
社
）

糸
魚
川
市
観
光
協
会
企
画
課
長
の
中
澤

友
也
氏
を
講
師
に「
糸
魚
川
の
観
光
地

域
づ
く
り
」と
題
し
た
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
状
況
を
は
じ

め
、
新
た
な
旅
行
商
品
の
醸
成
な
ど
、

観
光
地
域
づ
く
り
法
人（
D
M
O
）と
し

て
の
取
組
を
紹
介
さ
れ
る
中
で
、
地
域

住
民
と
の
連
携
に
よ
る「
共
創
」の
必
要

性
に
つい
て
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

各支部活動報告各支部活動報告

能
生
支
部

青
海
支
部

糸
魚
川
支
部

四
月
二
十
五
日
、
能
生
商
工
会
館
に
お
い
て
第
十
三

回
能
生
支
部
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
は
、

能
生
商
工
会
経
営
指
導
員
の
山
本
宏
樹
氏
よ
り「
事
業

継
続
力
強
化
計
画
」に
つい
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。「
事

業
継
続
力
強
化
計
画
」は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
簡
易
版
と
言
わ
れ
、

特
に
中
小
企
業
向
け
に
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る

た
め
の
計
画
で
す
。
中
小
企
業
が
自
社
の
災
害
リ
ス
ク

等
を
認
識
し
、
防
災
・
減
災
対
策
の
第
一
歩
と
し
て
取

り
組
む
た
め
に
必
要
な
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

現
在
及
び
将
来
的
に
行
う
災
害
対
策
を
記
載
す
る
も
の

で
す
。
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
は
、
防
災
・
減
災
設

備
に
対
す
る
税
制
措
置
、
低
利
融
資
、
補
助
金
の
加

点
措
置
等
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
等
、
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
法
人
会
能
生
支
部
は
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を

通
じ
て
事
業
活

動
を
一
層
充

実
し
た
も
の
と

す
る
た
め
に
、

自
ら
の
視
野
を

拡
げ
交
流
を

一
層
深
め
て
ま

い
り
ま
す
。

糸
魚
川
支
部
通
常
総
会
と
公
開
講
演
会
を
四
月
二

十
五
日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
役
員
改
選
が
行
わ
れ
後
藤
幸
洋
さ
ん
が
引
き
続
き

支
部
長
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
公
開
講
演
会
は
、
長
岡
造
形
大
学
の
平

山
育
男
学
長
を
お
招
き
し
、『
レ
ン
ガ
の
建
築
と
糸
魚

川
の
町
並
み
』と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
糸
魚
川
の
町
並
み
で
は
、
雁
木
を
取
り
上
げ
、
雁

木
と
い
え
ば
建
物
の
軒
か
ら
延
び
る
ひ
さ
し
を
イ
メ
ー

ジ
し
ま
す
が
、
雁

木
に
は『
ぎ
ざ
ぎ
ざ

の
形
』と
い
う
意
味

が
あ
り
、
各
地
で

雁
木
と
呼
ば
れ
る

も
の
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
う

え
で
糸
魚
川
の
雁

木
の
特
徴
と
建
物
の

屋
根
と
入
り
口
と
の

位
置
関
係
を
表
す

『
切
妻
平
入
』に
触

れ
、
糸
魚
川
は
平

入
の
建
物
が
多
い
と

話
さ
れ
、『
見
慣
れ

た
風
景
を
残
さ
な
い

と
糸
魚
川
で
は
な

い
』と
町
並
み
再
生

へ
の
助
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講演会

講演会 通常総会

社会貢献活動 集合写真講演会
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二
月
研
修
会
を
二
月
二
十
七

日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
高
瀬 

衛
さ

ん（
株
式
会
社
高
瀬
商
会
取
締

役
会
長
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。

講
話
の
最
初
に
高
瀬
さ
ん
は
、

ご
自
身
が
健
康
で
あ
る
秘
訣
を

『
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
』と
断

言
。
高
瀬
商
会
は
、
昭
和
六
年

に
父
親
が
自
動
車
タ
イ
ヤ
を
生

産
す
る
会
社
と
し
て
創
業
し
、

今
年
で
九
十
四
年
目
。
会
社
経

営
で
大
事
な
こ
と
は『
お
客
様

と
従
業
員
を
大
切
に
し
た
う
え

で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
誠
実
に
、
地
道
に
努

力
す
る
こ
と
』と
語
る
高
瀬
さ

ん
の
経
営
手
法
が
胸
に
響
き
ま

し
た
。

部長
樋口 佐登子

こ
の
度
の
定
時
総
会
決
議
で

3
期
目
の
部
長
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
期
も
親
会
、
青
年
部
会
の
活

動
と
共
に
税
に
関
す
る
勉
強
会

や
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
市
内
小
学
生
に
税
の

大
切
さ
や
税
の
果
た
す
役
割
を

学
ん
で
も
ら
っ
た
後
に
行
う「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」は
、
実
施
か
ら
十
五
年
目

を
迎
え
ま
す
が
引
き
続
き
皆
様

の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
糸
魚
川
の
明
る
い
未

来
を
信
じ
て
、
伝
統
あ
る
〝
法

人
会
女
性
部
会
〞を
次
世
代
に

繋
ぐ
一
助
に
な
れ
る
よ
う
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ご
挨
拶

女
性
部
会

二
月
研
修
会
テ
ー
マ
は

「
経
営
よ
も
や
ま
話
」

女
性
部
会
定
時
総
会
を
五
月

十
二
日
、
膳
処
く
ろ
ひ
め
で
開

催
し
十
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
六
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
及
び
令
和
七
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
部
長
に
は

樋
口
佐
登
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、

監
事
に
は
中
林
と
も
子
さ
ん
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
糸
魚
川
税
務
署
の

久
須
美
署
長
か
ら『
少
子
高
齢

化
と
税
』と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
久
須
美
署
長

は
今
後
、
働
き
手
の
減
少
で
人

材
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、

労
働
力
確
保
の
た
め
の
税
制
と

し
て
、
個
人
所
得
税
の
基
礎
控

除
の
引
き
上
げ
、
事
業
者
向
け

の
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
三
回
定
時
総
会・税
務
署
長
講
話

７
つ
の
間
違
い
探
し

※
右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が

７
か
所
あ
り
ま
す
。

見
つ
か
り
ま
す
か
？

【
作
者
紹
介
】神
谷
一
郎（
か
み
や
・い
ち
ろ
う
）

専
修
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
経
て
漫
画
家
に
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
雑
誌
・
広
告
・
水
彩
画
挿
絵

等
で
活
躍
中
。

P10.パズル・四字熟語の答え ①百鬼夜行 ②山高水長／P11.間違い探し『京鹿子 娘道成寺』の答え ①髪の結びヒモの向き（右上） 
②鐘の紋（右上） ③眼の開閉（左中） ④舞う着物（左中） ⑤桜（左下） ⑥烏帽子（えぼし）のヒモのふさの数（中下） ⑦帯の丸い柄（右下）
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高
鳥
　
睦

糸
魚
川
法
人
会
副
会
長

《正 会 員》

●代表者：関沢　舜矢　　●住　所：糸魚川市大字須沢661
●電　話：025-556-6980

合同会社 築結総業　
きずき

部長
渡辺 澄男

本
年
度
よ
り
青
年
部
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
渡
辺
澄
男

で
す
。

私
た
ち
青
年
部
の
活
動
の
柱

は
、
市
内
小
学
校
で
行
っ
て
い

る「
租
税
教
室
活
動
」で
す
。

法
人
会
の
目
的
で
あ
る「
税

知
識
の
普
及
、
納
税
意
識
の
高

揚
」と
い
う
基
本
理
念
に
立
っ

た
租
税
教
室
の
場
は
児
童
へ
の

啓
蒙
だ
け
で
な
く
、
我
々
講
師

も
教
室
を
通
じ
税
に
つ
い
て
改

め
て
学
ぶ
良
い
機
会
だ
と
思
い

ま
す
。
多
く
の
部
員
か
ら
研
修

を
受
け
て
頂
き
、
講
師
を
努
め

て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
企
業
経
営
に
資
す
る

各
種
研
修
や
企
業
見
学
、
そ
し

て
部
員
相
互
の
親
睦
を
目
的
と

し
た
懇
談
会
等
を
行
い
、
更
な

る
会
の
発
展
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
二
十
六
名
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
諸
先

輩
方
が
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
こ

の
青
年
部
会
を
、
こ
れ
か
ら
も

長
く
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

も
会
員
増
強
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

青
年
部
会
定
時
総
会
を
五
月

八
日
、
鶴
来
家
で
開
催
し
九
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は

令
和
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
及
び
令
和
七
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
部
長
に
は
渡
辺
澄
男
さ

ん
、
監
事
に
は
中
林
友
幸
さ
ん

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
講
話
で
は
糸
魚
川

税
務
署
の
久
須
美
署
長
が『
税

務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
』と
題
し

て
、
取
引
か
ら
会
計
・
税
務
ま
で

の
デ
ジ
タ
ル
化
で
事
業
者
の
事

務
負
担
の
軽
減
や
税
務
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
向
上
に
期
待
で

き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ご
挨
拶

青
年
部
会

パ
ズ
ル・四
字
熟
語

問
題
①

問
題
② 年中

郎自大

為

年

疑心暗

越権

千

月

大

海千

大所 所

鏡花

重厚

第
十
三
回
定
時
総
会・税
務
署
長
講
話

※
空
い
て
い
る
マ
ス
に
漢
字
を
入
れ

て
、四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
す
べ
て
完
成
さ
せ
、
タ
テ
に

読
む
と
、
ま
た
別
の
四
字
熟
語
が

完
成
し
ま
す
。 

な
ん
だ
か
わ
か
り

ま
す
か
？

【
作
者
紹
介
】株
式
会
社
ニ
コ
リ
　
日
本
初
の
パ
ズ
ル

専
門
誌「
パ
ズ
ル
通
信
ニ
コ
リ
」を
発
行
す
る
出
版
社
。

数
独
・
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の
パ
ズ
ル
を
メ
デ
ィ
ア
へ
提

供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
る
。
パ
ズ
ル
Ａ

Ｓ
Ｐ「
ｅ
-数
独
」を
Ｂ
t
o
Ｂ
向
け
に
リ
リ
ー
ス
。
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二
月
研
修
会
を
二
月
二
十
七

日
、
ヒ
ス
イ
王
国
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
に
は
高
瀬 

衛
さ

ん（
株
式
会
社
高
瀬
商
会
取
締

役
会
長
）を
お
招
き
し
ま
し
た
。

講
話
の
最
初
に
高
瀬
さ
ん
は
、

ご
自
身
が
健
康
で
あ
る
秘
訣
を

『
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
』と
断

言
。
高
瀬
商
会
は
、
昭
和
六
年

に
父
親
が
自
動
車
タ
イ
ヤ
を
生

産
す
る
会
社
と
し
て
創
業
し
、

今
年
で
九
十
四
年
目
。
会
社
経

営
で
大
事
な
こ
と
は『
お
客
様

と
従
業
員
を
大
切
に
し
た
う
え

で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
。
そ
の

た
め
に
は
誠
実
に
、
地
道
に
努

力
す
る
こ
と
』と
語
る
高
瀬
さ

ん
の
経
営
手
法
が
胸
に
響
き
ま

し
た
。

部長
樋口 佐登子

こ
の
度
の
定
時
総
会
決
議
で

3
期
目
の
部
長
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
期
も
親
会
、
青
年
部
会
の
活

動
と
共
に
税
に
関
す
る
勉
強
会

や
奉
仕
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

さ
て
、
市
内
小
学
生
に
税
の

大
切
さ
や
税
の
果
た
す
役
割
を

学
ん
で
も
ら
っ
た
後
に
行
う「
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」は
、
実
施
か
ら
十
五
年
目

を
迎
え
ま
す
が
引
き
続
き
皆
様

の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
糸
魚
川
の
明
る
い
未

来
を
信
じ
て
、
伝
統
あ
る
〝
法

人
会
女
性
部
会
〞を
次
世
代
に

繋
ぐ
一
助
に
な
れ
る
よ
う
務
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ご
挨
拶

女
性
部
会

二
月
研
修
会
テ
ー
マ
は

「
経
営
よ
も
や
ま
話
」

女
性
部
会
定
時
総
会
を
五
月

十
二
日
、
膳
処
く
ろ
ひ
め
で
開

催
し
十
一
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
令
和
六
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
及
び
令
和
七
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、
部
長
に
は

樋
口
佐
登
子
さ
ん
が
再
任
さ
れ
、

監
事
に
は
中
林
と
も
子
さ
ん
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
糸
魚
川
税
務
署
の

久
須
美
署
長
か
ら『
少
子
高
齢

化
と
税
』と
題
し
て
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
久
須
美
署
長

は
今
後
、
働
き
手
の
減
少
で
人

材
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、

労
働
力
確
保
の
た
め
の
税
制
と

し
て
、
個
人
所
得
税
の
基
礎
控

除
の
引
き
上
げ
、
事
業
者
向
け

の
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

第
十
三
回
定
時
総
会・税
務
署
長
講
話

７
つ
の
間
違
い
探
し

※
右
の
絵
と
左
の
絵
に
は
相
違
点
が

７
か
所
あ
り
ま
す
。

見
つ
か
り
ま
す
か
？

【
作
者
紹
介
】神
谷
一
郎（
か
み
や
・い
ち
ろ
う
）

専
修
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
漫
画
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
経
て
漫
画
家
に
。
現
在
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
、
雑
誌
・
広
告
・
水
彩
画
挿
絵

等
で
活
躍
中
。

P10.パズル・四字熟語の答え ①百鬼夜行 ②山高水長／P11.間違い探し『京鹿子 娘道成寺』の答え ①髪の結びヒモの向き（右上） 
②鐘の紋（右上） ③眼の開閉（左中） ④舞う着物（左中） ⑤桜（左下） ⑥烏帽子（えぼし）のヒモのふさの数（中下） ⑦帯の丸い柄（右下）
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